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ケアプラン目標には、比
較的短期間に達成しや
すい内容と長期間必要
なものがある。 
ケアマネジメントサー
ビスの評価 
在宅環境・介護量に応
じたケアマネジメン
ト指標 
痴呆症状者への医療
的ケアと介護環境の
整備が必要である。 
在宅介護環境の多様
な状況と痴呆症状へ
の介護量を配慮した
ケアプラン目標の指
標が未開発 
介護保険利用者、ケア
マネジャーが活用
痴呆になっても地域
で安心して暮らせる
環境 
短期間で達成しやす
いケアプラン目標と
その達成の程度 
 平成 13 年に実施した在宅痴呆性高齢者へのケアマネジメント調査では、本人の精神的安寧を維
持するケアプラン目標の達成に関わる要因として、身体的症状の改善と介護技術の程度が認めら
れました。医療と生活の両面のケアが必要であることが示唆されましたが、介護の必要の程度に
よってケアプラン目標の達成の時期が左右されることが予測されます。ケアマネジャーがケアマ
ネジメントを開始後、どのようなケア目標がどのくらいの期間でどのくらい目標が達成できるの
かについて明らかにし、サービス効果をみる指標を作成することが本調査の目的です。 
 ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ効
果指標 
